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論

叢

戦
時
戦
後

に
飛
げ
る
蜀
逸
税
制
の
攣
革
奄
論
ず

(三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

七
六
)

五
七
四

戦
時
戦
後

に
於
け
ろ
猫
逸
税
制
の
痩
革
な
論
ず

(
三

)

小

川

郷

太

郎

直

接

税

の

聚

〕
達

・

余
は
前
々
號
井
に
前
號
に
於
て
職
時
戦
後

に
於
け
る
　鞠
逸

の
消
費
税
及
流
逋
税
の
攣
革
を
叙

し
た
、
之
よ
り
進

で
所
謂
直
接
税
の
獲
達
を
述

べ
て
見
た

い
、
こ
れ
が
猫
逸
税
制
の
革
命
的
愛
化

ご
も

い
ふ

べ
き
所
で
あ
る
。
理
論

か
ら

い
へ
ば
、
流
通
税
は

一
種

の
直
接
視
ξ
見
る

べ
き
で
あ
る
が
、
濁
逸
の
租
税
史
上
に
於
て
は
、
寧
ろ
之
を
間

接
税

・し
し
て
取
扱

っ
て
み
た
。
然
る
に

間
接
税
ピ
見
ら
れ
た
流
通
悦
の
中

に
如
何
に
争

っ
て
む
孚

ふ
こ
芭
の
出

京
な
い
直
接
税
が
獲
達
し
て
来
た
の
で
あ
る
、
そ
の
中
の
最
も
著
し
き
も
の
臥
相
続
税
で
あ
る
、
そ
こ
で
余
は
相

綾
税
を
流
道
程
よ
b
切
り
放
し
て
直
接
税
の
系
統
に
加

へ
る
こ
ざ
、
し
、
其
他
の
流
通
税
は
所
謂
直
接
税
の
外
に

あ

る
も
の
ざ
し
て
藪

に
は
問
題
外
ε
す
る
。

此
の
和
ぐ
.直
接
税
を
限
定
す
る
ざ
、
直
接
税
は
主

ε
し
て
財
産
視
所
得
税
牧
盗
視
に
露
す
る
、
慮

が
財
産
税
所

得
税
牧
益
税
等
は
戦
前

に
於
て
は
、
聯
邦
諸
因
の
租
税
で
あ

っ
て
、
猫
逸
帝
国
の
租
税
で
な
か
っ
た
、
今
回
の
職

事
は
此
税
制
を
根
本
的
に
改
め
血
、
.即
ち
猫
遮
帝
国
の
租
税
ご
し
て
財
蔑
視
や
所
得
税
や
牧
益
税
が
非
常

に
獲
達

,



辱

卍　
る
こ
ど

y
な

つ
だ

の
で
あ

な
。

此
等
の
直
接
税
の
中
で
笙

・
成
立
し
た
も
の
は
戦
時
利
得
税
で
あ
・
∴

・れ
は
睡

中
の
相
撃

あ
っ
た
が

覆

に
は
考
壷

ん
で
騰

財
露

濃
漿

出
來
た
。
更
に
緊
急
馨

繋

出
來
た
。
此
馨

利
得
磯

時
財
産

摺

纂

儀

籍

の
三
誉

購

租

税
で
あ
・
。
之
暑

・
て
渠

的
租
税
・
魯

蓬

・
て
奪

、
相
続

税
・
所
得
税
・
所
得
税
補
充
税
、
資
本
牧
益
税
、
會
蕊

の
如
き
即
を

、摯

、
あ
・
。
此
臨
蹟

の
中
に
は
所
得

税
系
統
の
も
の
も
棍
入
し
て
み
な
い
で
は
な
い
が
、
書

し
て
財
霧

で
あ
を

い
ふ
て
可
い
。
蚤

久
税
の
中
.

に
も
相
続
税
の
如
き
財
産
税
が
な
い
で
も
な
い
が
、
書

し
て
所
得
税
、牧
益
税
で
あ
を

い
ふ
て
可
い
、余
は
先

づ
臨
時
視
の
概
要
を
誘
き
後
に
恒
久
視
に
及
ば
う
ε
思
ふ
つ

第

一
、

臨

時

税

一
、
戦

時

利

得

税

戦
時
利
得
税
ε
は
戦
時
に
得
π
る
異
常

の
利
得
に
課
す

る
税
で
あ
る
。

凋
逸
の
立
法
に
於
て
馨

利
羅

寛

ら
ゑ

き
も
の
は
、
驚

非
窺

幕

國
銀
行
蕪

脱
毛

あ
ゑ

1

戦

時

非

常

税

.

、

く

濁

逸

の
戦
時
利
得

税
は
最
近

の
租
控

に
於
義

時
非
常
枕

(・ぎ
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●

岩

群

皆
戦
前
の
葉

叢

の
叢

利
得
義

時
・
於
け
亙

定
期
間
・
於
け
・
漆

年
度
の
利
衝

の
蓋

　

　

む

り

む

ロ

む

　

む

　

む

　

む

　

に
祝
す
る
こ
ざ
に
な

っ
て
み
る
、
故

に
其
本
質
は
差
益
税
で
あ
る
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
。
只
其
利
得
の
計
算
方
法

や
税
率
に
至
て
は
三
回
の
立
法
に
於
て
多
少
異

る
所
が
め

る
。

　

む

り

む

む

　

む

　

む

む

む

　

　

む

む

　

　

　

　

る

個
人
撹
は
、
第

一
次

の
立
法
に
於
て
は
、
財
産
差
増
税
〃井
に
特
殊
財
産
視

の
形
を
探
り
、
第

二
次
の
立
法
に
於

O

O

O

O

o
.

Ω

O

O

O

O

O

O

O

O

Q

D
.
0

0

0

0

0

0

0

0

b

Q

O

O

て
は
、
所
得
差
壇
税
#

に

一
般
財
産
税
の
形

に
熨
し
、
第
三
次
の
立
法
に
於
て
は
、
所
得
差
増
税

の
み
ご
な

つ
だ
。

詳
言
す

れ
は
第

一
次
の
立
油
に
於
け
る
財
産
差
増
税
ε
い
ふ
は
、
納
枕
者
が

【
九

一
三
年
十
二
月
三
十

一
日
よ
り

一
九

三
八
年
十
二
月
三
十

一
日
迄
に
得
だ
る
財
産
の
増
加
に
祝
す
る
も
の
で
あ
る
、
之
に
反
し
て
同
法
に
於
け
る

特
殊
財
産
税
ご
い
ふ
は
、

一
九

=
二
年
十
二
月
三
十

一
日

に
確
定
せ
ら

れ
た
財
産
の
九
割
を
超
過
す
る
も
の
に
枕

す
る
も
の
で
あ
る
、
故
に
財
産
差
増
融
を
新
財
産
に
蜀
す

る
視

ε
い
ふ
べ
く
ん
ば
特
殊
財
産
税
鳳
嘗
財
産
に
封
ず

る
挽
ε
い
ふ
こ
ε
が
出
来
る
。
第
二
次
の
立
法
に
於
け
る
財
産
税
は
蕾
[財
産

の
九
割
を
超
過
す

る
部
分
に
課
す
る

に
止
ま
ら
ず
、
　
般
財
産

に
射
し
て
祝
す
る
も
の
ε
な

っ
た
の
で
あ

る
、
こ
は
所
得
差
増
税

に
肥
せ
ん
こ
す
る
か
ら

で
あ
る
。
第
三
次
の
立
法
が
所
得
差
増
税
で
止
ま
っ
て
財
産
視
を
除
外
し
把
所
以
は
、
別
に
職
争
以
来

の
新
財
産

に
謝
し
て
は
財
産
増
償
視
が
課
せ
ら
れ
、

一
般
財
産

に
謝
し
て
は
、
帝
国
緊
急
犠
牲
椀
が
課

せ
ら
る
、
こ
ざ

、
な

っ
た
か
ら
で
め
る
。

此
の
如
く
戦
時
非
常
挽
殊
に
戦
時
値
入
挽
は
笛
二

次
の
立
法
ξ
第
二
次
第
三
次
の
立
法
`
根
本
的

に
異

っ
て
居

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
り
る
猫
逸
稔
制
の
愛
車
な
論
ず
〔三
)

.

第
十
二
巻

(第
四
號

七
九
)

五
七
七

,



'

論

叢

職
時
戦
後
に
於
σ
痴

逸
稔
制
の
製
革
な
論
ず
三

)

,

第
+
二
巻

(第
四
猫

八
○
)

五
夫

る
所

が
あ

る
、
傍

て
余

は
今
藪

に
此
等

の
立
法
を
別

々

に
観
察

し
て
其
巖
達

し
た
跡
を

明
に
し
た

い
ε
思

ふ
。

申

、
第

一
次
戦
時
非
常

視

第

一
次
戦
時
非
常

挽
は
前

に
も
述

ぶ
る
が
如

く
、
個

人
視

ε
し
て

は
財

産
差
増
税

ε
特
殊
財
産

税

ご
よ
り
成

れ

る
も

の
で
、
.法
人
税
ε

し
て
は

、
戦
時
差

益
挽

で
あ
る
。

　

　

　

一
、
.個
人
視
。

個
人
税

の
主
騰

は
、

一
九

一
三
年
七

月

八
日

の
帝
国
所
有
税
法

に
從

ひ
納
税
義
務

め
り
ε

せ
ら

る

、
総

て

の
人
で
あ

る
、
但

し
其
人

の
財
産

が

一
九

一
三
年
十

二
月

三
十

↓
日
よ
り

　
九

二

八
年
十

二
月
↓二
十

一

日

に
至

る
聞

に
増
加
し

て
屠

る
か
、
若

く
は
少
く

`
も

↓
割
以
上
も
減
じ

て
居
な

い
も

の
に
限

る
。
真
前

の
場
合

に
、
財
産

差
増
税

が
田

家
、
其

後

の
場

合

に
、
特
殊
財

産

税
が
出
来

る
。

ラ
　
　
　
り
　

a
特

殊
財
産
税

は
、

一
九

一
三
年
十

二
月

三
十

一
日

に
於

て
帝
国
所
有

税
法

に
依

て
確
定

し
た
る
財
産

の
九

割

(
を
超
温
し
だ

る
部

分
に
課
す

る
も

の
で
あ

る
、
其

挽
牽

は

一
割

で
あ

る
。

の

　

り

　

ラ
　

b
財
薦
差
増
税
は

一
九

=
二
年
の
終
ε

一
九

二
八
年
の
終
芝
の
間
に
於
け
る
財
産
の
差
額

に
税
す
冶
も
の
で
あ

(
、

る
、z
共
賦
課
は
大
磯
帝
国
所
有
税
の
原
則
に
從
ふ
。
只
帝
国
所
有
税

6
異
る
は
帝
国
所
有
税
が
財
産

の
中
よ
b
差

引

か
な

い
も
の
も
此
枇
に
於

て
は
差
引
く
も
の
が
め
る
ご
同
持
札
、
帝
国
所
有
税
が
財
産
増
償
ε
せ
な

い
も
の
を

此
視
が
財
産
増
加

こ
し
て
居
る
も
の
、
あ
る
こ
ぐ」
で
あ
る
、
配
偶
者

の
相
続
、
保
険
金
の
支
沸
、
叉
は
外
囲
に
於

て
有
す
る
土
地
機
業
を
施
介
し
て
得
た
る
斯
産
額

の
如
き
は
前

の
例
で
あ
り
、
一
ニ
ケ
年
の
課
税
期
間

に
於
て
獲
得

㍉.



・

し
た
る
外
国
の
土
地
及
管
業
財
産
や
貴
金
鵜
奢
侈
品
装
飾
品
其
他
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
蒐
集
物
の
如
き
は
後
の
例
で

あ
る
。

免
税
は
財
産
差
増
額
に
於
て
階
級
を
劃
し
累
進
税
を
課
す
る
の
セ
あ
る
、
即
ち
左
の
如
し
。
・

差
滑
額

初
の

差
滑
額

そ
の
次

の

差
堆
額

そ
の
弐

の

差
滑
額

そ
の
次
の

差
滑
額
そ
の
次
の

一〇
、0
8

麻

に
射

し

一〇
δ

8
麻

に
射

し

石
、
0
8
麻

に
鋤

し

二
〇
δ

8
麻

に
謝

し

琶

δ
8
麻

に
射

し

252015105
%%%%%

差
増
額
そ
の
次
の

言
O
.O
ロ
0麻

に
射
し

差
滑
碩

そ
の
次
の

昔
0
δ
ロO
麻

に
封
し

差
増
額
そ
の
次
の

琶
O
δ
ロ
0麻

に
射
し

差
壇
額

そ
の
家
の

習
0
δ
〕
O
麻
に
謝
し

そ
れ
以
上
の
額

5045403530
%%%%%

財
産
が
十
萬
痂
を
超
え
な

い
で
差
壇
額
三
千
鷹
以
下
の
も
の
は
之
を
免
す
る
、
財
産

が
十
五
萬
耽
を
超
え
な

い

も
の
に
は
最
低
累
進
.税
率
を
課
す

る
。
財
産
差
増
税
ご
特
殊
財
産
税
ご
は
両
々
相
侵

さ
す
相
補
ふ
も

の
で
あ
る
、

例

へ
ば

一
九

]
三
年
の
終
に
十
萬
廉
を
宿
せ
し
も

の
が
.

一
九

↓
⊥
ハ
年
の
終
に
三
十
萬
甑
を
有
す
る
に
至
り
た
ご
.

.

す
る
ε
、
十
萬
厩
の
九
割
即
ち
九
萬
蹴
を
超
ゆ
る

一
萬
麟

に
謝

し
て
特
殊
財
履
枕

一
割
を
課
し
、
十
萬
鷹
を
超
ゆ

る
二
十
萬
癒

に
封
.し
て
財
.産
差
増
税
の
累
進
牽
・を
課
す

る
の
で
あ
る
。

い

パ

　

の

　

二
、
法
人
税
。
法
人
税
は
戦
前

に
於
け
る
事
業
年
度
の
準
均
利
得
ξ
戦
時

に
於
け
る
事
業
年
度

の
利
得
こ
の
差

に
税
す
尉
も
の
で
あ
る
、
尤
も
其
中

に
公
益

に
投
遣
た
る
額
は
之
を
除
一
。戦
前

の
利
得
は
三
年
周

の
牛
均
ド
依

る

べ
き
も
の
ε
し
、
最
良
最
悪
の
年
を
除
く
。
會
肚
が
戦
前
に
於
て
未
だ

一
事
業
年
度
だ
も
終

へ
ざ
り
し
場
合
叉
は

共

和
盆
甚
た
薄

か
り
し
場
合
に
於
て
は
、
挑
込
資
本
の
⊥
八
分
を
以
て
戦
前
の
利
得
ε
看
做
す
。

一
の
會
肚
に
し
て

論

叢

職
跡
職
後
に
於
け
ろ
獅
逸

桃
割

の
製
革
々
論
ず

(三
)

第

十
二
麹

(第
四
流

入

こ

五
七
九



・

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け

ε
樹
逸
税
制
の
幾
革

な
論
ず

(三
V

第
十
二
巻

(第
四
號

八
二
)

五

八
0

、

`

.

他
の
會
泄
の
株
五
分

一
以
上
を
有
す

る
毛
の
は
、
此
様
よ
り
生
す
る
超
温
所
得
は
戦
時
利
得

の
中
よ
b
之
を
差
引

く
こ
ε
が
出
來
る
。

　

む

税
率

は
内

国
法
人

ε
外

囲
法
人

ざ
に
依

て
異

る
。
.

.

ラ

リ
む
セ　
む

1
内

國
法
人

に
あ

っ
て
は
、
戦

時
中

に
於

け
る
平
均

利
得
が
彿
込
資
本

〔戦

後
第

↓
年

に
於

け
る
積

寸
金

加

(

、

算

)

に
謝
す

る
比

の
大
な

る
に
從
て
税
率

を
累
進

す
る

の
で
あ

る
。

即
ち
左

の
如

し
。

本 職
に時

劃ZFす
均

ろ利

置 戸、 二 百 得
1以 分 の

δ 直 下 比資

戦

時

差
益

に

判

で

ろ
税
隼

10
%

15
%

20
%

水戦
に時
謝平
す均
ろ利

董 δ 官符
以1分 の
上 正 比資

職
.時
差
釜
に

封
マ
ろ
税
率

25
%

殉
%

戦
時
至
境
利
得

が
資
本

に
謁
し

一
定
の
割
合
を
超
渦
す
・る
ご
き
は
、
更
.に
附
加
税
率
を
課
す

る
、
即
ち
左

の
如

し

。戦
時
弔
均
利
得

の
資

本

に
封
ず
る
百
分
比

へ
⊥

0

苔

⊥
E

一
E
-
き

、

、

辱

税
率

に
封
ず

る
附
加

割
合

10
%

20

%

30

%

、

、

㌧

、

戦
時
平
均
利
得

の
.資

本

に
謝
す
る
百
分
比

二
〇
⊥

　五

一蓋
以
上

る稔

剛率
加に

5040割 封

%%合 す

も

ヤ

へ

　

り

も

や

も

も

り

是
が
赦
に
税
の
最
高
學
は
四
割
五
分
置
な
る
の
で
あ
る
。

う
む
　む
む
む

口
外
國
注
人
世

あ
り
て
は
戦
時
利
得

の
拙
訳
資
本
に
封
ず

る
割
合

に
顧
慮
せ
な

い
で
、
職
時
差
盆

に
封
し
て
左

.

「

.

㌔

◎



「

」

の
如
き
累
進
税
牽
を
課
す
る
。

戦

時

利

得

額

ぽ

二
〇
δ

0
0以

下

二〇
δ
0
0
一

四
〇
δ
0
0

四
n
、0
0
0
1

穴
0
、O
O
O

六
ロ
、O
O
O
I

合

δ
0
0

(
O
δ
0
0
1
一〇
∩
δ
0
0

6
0
δ

0
0
1
=

O
、O
O
O

三
〇
δ
8

r

西
O
δ
O
O

税
率

(戦

時
利

得

に
謝

す

る
比

)10
%

12
%

14

%

16

%
18
%

20

%

22

%

載

時

利

得

領

一四〇
δ
0
ロ
ー
一
六
〇
δ
O
O

=
δ
δ
8

1
一合

δ
8

'

一
合

δ

O
口
I

H一口
0
δ

0
ロ

昌
O
O
、
0
0
0
i

孟

0
、
0
8

二
五
〇
δ

0
0
1
五
〇
〇
、
O
O
ロ

E
O
O
、
0
0
0
麻

以

上

挽

率

(戦

時

利
得

に
封
ず

る
比
)24

%
26

%
28
%

30
%

40
%

45

%

"

此
戦
時
税
は
國
横
文
は
四
朱
牢
利
付
大
藏
省
證
券
を
以
て
支
彿
ふ
こ
ε
が
出
凍
る
。
其
場
合

に
は
国
債
は
額
面も

に
依
り
、
大
蔵
省
證
券
は
公
定
相
場

に
依
て
算
定
す
。
北
枕
の
牧
人
は
他
の
税
の
缺
陥
を
補

ふ
必
要
な
き
限
り
國

も

も

セ

　

も

カ

も

コ

も

も

で

も

も

債

の
償
却

に
充

つ
.る
も

の
で
あ

る
。

.

以
上
は

一
九

二

八
年
⊥
八
月

二
十

】
日

の
法

律
の
定

む

る
所

で
あ

る
が

、

一
九

[
七

年
四
月

九
日

の
法
律

(O
..瞥

叶のoず
島

国
9
∩募
σq
Φ巧
言

ま
①
「
臼
o
園
田
oげ
呂
αq
o
冒
2

自
⊆∪・。
三
騨
σq
。・
聾
「

N
「♂
σq
。・舞
〇
一」6こ

ぱ
更

に
二
割

の

附
加
税
を

徴
牧
す

る
こ

ε

、
し
た
。
-
.

、
,

乙
、
第
二
次

の
戦

時
非
常

枇
ご
第
三
次

の
戦

時
非

常
税

第
二
次
及

ひ
第
三

次
の
戦

時
非
常

税
も
個

人
視
ε
法
人
税
ε
を

分
け

る
。

論
.
叢

賊
時
戦
後
に
於
げ
る
濁
逸
税
制
の
鍵
単
為
論
ず
(三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

八
三
)

五
入
}

響



・

論

叢

戦
時
職
後

に
於
け

ろ
獅
逸

税
制
の
痩

華
寿
論
で

(三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

八
四
)

五
八
二

り

　

　

一
、
個
人
視
は
第
二
次
の
戦
時
非
常
税
に
あ
り
て
は
所
得
差
増
税
ε

　
般
財
産
視
ε
よ
b
成
り
、
第
三
次

の
戦

時
非
常
視
は
所
得
差
増
税

の
み
℃
な

っ
た
つ
散
に
両
者
に
共
通
す
る
も

の
は
所
得
差
増
税
で
あ
る
。

ラ

リ
　
り

値
第
二
次
の
戦
時
非
常
税
に
於
け
る
財
産
視
は
所
有
視
法
に
從
ひ

一
九

】
六
年
十
二
月
三
十

】
日
に
於
て
定
め

ら
れ
把
財
産
を
捕

へ
て
祝
す

る
も
の
で
あ
る
、
十
萬
踊
以
下
の
財
産
は
之
を
免
ず
る
、
其
税
率
左

の
如

し
。

財

産

額

初

め
の
.

昌
8

、8

0
・麻

に
濁

し

次

ぎ
・の

冒δ
0
、8

0麻

の
端
金
額

若

く

11
全

額
侍

射
し

次

ぎ

の

吾

0
δ
8

麻

の
端
金
額

若

く

に
全

額

に
劃

し

)

●

●

●

●

●

)

O

O

O

O

O

Q

(

(

税

率

千
分

「

千
分
二

千
分
三

〇

〇

財

産

額

次
ぎ

の

一
、8
0
、8
0
麻
の
端
金
額
若
く
に
全
額

に
封
し

そ
れ
以
上
の
額
に
謝
し

税

率

千
分
四

千
分
五

む

む

む

む

む

b
所
得
差
増
税
は
イ
第

二
次
の
職
時
非
常
税
に
於
て
初
め
て
現
は
れ
て
来
た
、
其
租
税
圭
禮

は
帝
国
所
有
挽
法

の
定
む
る
所

に
從
ひ

一
九

一
七
年
十
二
月
三
十

一
日
の
財
産
状
態
に
依
て
納
税
義
務
め
b
ε
認

め
ら
れ
た
人
で
あ

　

　

　

じ
　

ボ

る
。
其
租
税
客
艦
は
云
ふ
迄
も
な
一
所
得
差
増
額

で
あ
る
、
弦

に
所
得
差
増
額
ε
い
ふ
は
半
時
所
得

ご
戦
時
所
得

あ

差
額
を
指
す
、
但
し
差
増
額
が
三
千
脆

に
達

せ
な
い
暮

は
之
に
税
せ
な

い
・
又
藪

に
年
時
所
得
ε
い
ふ
は

戦
前

に
於
て
各
聯
邦
諸
国

の
厨
得
税
法

に
從
て
定

め
ら
れ
セ
所
得
を
意
味
す

る
、
而
し
て
此
李
時
所
得
が
非
常
に

少
き
ξ
き
は

[
萬
脆
`
看
敬
す
、
載
爵
所
得
ε
は

一
九

一
入
年
度
に
於
て
各
聯
邦
諸
国
の
所
得
税
法
に
從
て
賦
課

せ
ら
る
べ
き
所
得
額
を
措
す
。
'

　
う
む
む
ゆ
む
む
む
む
む
む
　

む
ロ

他
第
三
次
の
戦
時
非
常
税

に
於
て
は
所
得
差
増
税
の
主
艦
は
各
聯
邦
諸
國

の
所
得
税
法
に
從
ひ

一
九

一
九
年
に
、



於
け
る
既
得
撃

納
付
す
轟

て
の
人
で
あ
る
・
藁

鰐
は
所
得
蕾

額
で
、
其
計
算
の
方
薩

大
紫

二
次
の

戦
時
此
常
磐

回
し
こ
忌

み
る
が
只
之
ε
異
る
所
は
、
李
時
所
得
の
計
算
に
於
て
戦
前
の
二
年
若
一
は
三
年
の

季
均
所
得
に
加
ふ
る
に
其
間
に
得
た
る
相
綾
贈
與
保
険
金
等
を
以
て
し
、
戦
時
所
得

ε
見
る

べ
き
も
の
を

一
九
.一

九
年
度
に
於
て
各
聯
邦
諸
國
の
所
得
税
法
に
從
て
賦
課
せ
ら
る

べ
き
所
得
額
ε
す
る
黙
の
み
で
あ
る
。

　

む

視
率
は
所
得
差
増
額
の
大
小
に
從
ひ
階
級
を
劃
し
累
進
牽
を
適
用
し
て
み
る
、
第
二
次
の
戦
時
非
常
視
の
摩

ε

第
三
次
の
戦
時
非
常
視
の
牽
を
比
較
す
れ
は
左
の
如
し
。

初
め
の

寒
害

の

次
ぎ

の

次
ぎ

の

税

率

　

　

所

得

差

滑

・額

兄
一(年
法

大
一九
年
法

一〇
δ
0
0
廉
に
射
し

5
%

5
%

言
、。
8
麻
の
端
籔
額
若
く
ば
全
額

障
射
し

10
%

10
%

岩
、8
。
麻
の
端
数
額
若
く
は
全
額
に
射
し

20
%

20
%

.

吾
・o
O
o
麻
の
端
数
額
若
く
ば
全
額
ド
謝
し

臼。
%

鋤
%

●

●

●

醗

傘

所

得

差

堆

額

.
一隷

諦

.

次
ぎ
の

一8
、。
ロ
。
麻
の
端
数
額
若
く
に
全
額
に
謝
し

40
%

40
%

次
ぎ

の

百

、
§

麻
の
端
数
額
若
く
ば
全
額
に
射
し

50
%

50
%

次
ぎ
の

一
8
δ
8
麻
の
端
鍛
額
若
く
は
全
額

に
鋭
し

加
%

6。
%

そ
れ
以
上
の
額
に
濁
し
.

50
%

鴨
%

二
、
法
人
税
ぽ
第
二
次
の
戦
時
非
常
粉
に
於
て
は

一
九

一
七
年
の
戦
勝
差
増
に
税
し
、
第
三
次
の
戦
時
非
常
挽

に
於

て
は

一
九

一
八
年
の
購
時
差
盆

に
祝
す
る
を
目
的
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
人
税
に
關
す

る
規
定
は
第

一
次
の
戦
時
非
常
税
法
の
規
定
に
酷
似
し
て
居
る
が
、
大

に
税
率
を
璽
更
す
る
こ
.

ご
に
な

っ
た
。

'

.

D
響

券

羅

都

鍵

に
於
て
は
内
外
法
人
量

較

纂

舘

斎

蕃

雰

ひ
寧

U
、
義

塾

(

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
濁
逸
税
制

の
攣
草
々
論
ず
六
三
V

第
十
二
巻

(第
四
號

入
玉
)
.
五

八
三

「



、

論

叢

職
時
職
後
に
於
げ
ろ
濁
逸
税
制
の
麩
革
な
論
ず
(三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

八
六
)

五
八
四

盆
の
大
小
に
從
ひ
若
く
は

一
九

『
七
年
の
利
益
の
資
本
金
積
立
金
に
封
ず

る
割
合

の
多
少
に
從
て

↓
割
を
割
引
七

て
五
割
ε
す

る
の
で
あ
る
。
但
し
外
囲
法
人
に
射
し
て
は
戦
時
利
益
金
の
資
本
金
積
立
金
に
勤
す
る
利
廻
の
大
小

を
見
て
斟
酌
し
な
い
、
故
に
外
囲
法
人
が
六
割
の
普
通
視
牽
を
軽
減

し
て
五
割
ご
す
る
こ
ざ
が
あ
り
`
せ
ば
そ
は

戦
時
差
益
の
大
小
を
斟
酌
す
る
が
薦

め
で
あ
る
。

う
む
む
む
む
　
む
む
り
　
　

コ

2
第
三
次

の
戦
時
非
常
視
法
は
大
磯
第
二
次
の
戦
時
非
常
税
法
ε
同
じ
こ
ε
で
あ
る
が
多
少
異
る
所
が
あ
る
、

(
第

一
に
其
戦
時
差
益
よ
り
前
の
事
業
年
度

の
戦
時
差
損

(前
の
事
業
年
度
の
利
益
が
戦
前
の
利
益
よ
り
少
き
場
合

に
於
け
る
差
額

)
を
差
引
く
、
こ
は
戦
聴
椀

の
総
勘
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
、
第
二
は
撹
牽
を
進

め

一
九

一
八
年

し

も

も

も

ヘ

へ

も

へ

ち

も

も

あ

る

う

も

り

り

も

　

し

の
戦
時
差
益

に
封
七
八
割
の
牽
を
課
す
る
こ
ε
、
し
た
。
但
し
五
千
航
以
下
の
差
益
は
之
を
発
す
る
。
此
普
通
税

牽
は
戦
時
差
益
の
大
小
着
く
は

一
九

】
八
年
の
利
金

の
資
本
金
積
立
金

に
謝
す

る
割
合
の
大
小

に
從
ひ
輕
減
す
る

の
で
あ
る
が
其
軽
減
率
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

・

な み 口 口 ロ
00⊂ ミ 「ミ 差

00000
0ロ000口 口 口 口 ロ

以ll[1釜
下 冒 き き 吾

ロ ロ ロ ロ

δ δ δ δ 額
Oouo
O口O口

陶.

若
く
に

償
縫

縮
鰹

暢

25
%

な

超
え

ざ
る

干」き

20
%

な
超
え

ざ
ろ

ε
き

15
%

か
超

え

ざ

ろ
ミ
ぎ

10

%

な
超
・ん
ざ

る
ご
き

8

%

祉
超

え

ざ
る
ミ
昔

税
率

に
封

ず

ゐ

鰹

減

の
割

合-o
%

20
%

30
%

40
%

50
%

暑
等
の
軽
減
は
差
金
額
に
就

て
は
五
十
萬
賦
以
下
の
場
合
に
限
り
、
資
本
金
積
立
金
に
封
ず
る
利
廻
に
就
て
は

、



差
益
が
百
萬
臓
以
下
な
る
場
合

に
限
る
。
但
し
外
國
法
人
に
就

て
は

一
九

一
入
牢
法
ε
同
じ
く
資
本
金
積
立
金
に

罰
す

る
割
合
の
大
小
に
從
ひ
.斟
酌
す

る
願
が
な
い
。

俵
県
槻
之
百
萬
賦
以
上
の
差
益
を
有
す

る
注
入
に
あ
り
て
は
少
く
ご
も
八
割
の
税
を
佛
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

り

リ

セ

ら

コ

へ

し

も

ヘ

へ

も

戦
時
非
常
挽
の
税
率
を
考
ふ
る
に
、
年
を
逐
て
段
々
高
一
な

つ
だ
。
最
高
隼

に
就
て
い
へ
ば
個
人
税

に
於
て
は
五

℃
.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

●

、

、

、

,

、

、

W

、

、

、

、

、

b

、

、

、

割
よ
b
七
割
に
進
み
、
.注
入
税
に
於
て
は
四
割
牟
よ
り
六
割
に
更
に
八
割
r
進
ん
で
み
る
。
然

る
に
職
時
差
盆
は

此
外
術
課
檎
せ
ら

る
、
こ
ご
な
き
か
ε
い
ふ
に
そ
う
で
な
い
、
各
聯
邦
諸
国

の
法
律
に
從
て
其
聯
邦
及
各
地
方
團

.・
膿
の
所
得
挽
瞥
業
挽
を
支
彿
は
ね
ば
な
ら
澱
、
是
等
の
税
額
ε
帝
國
の
戦
時
稔
非
常
税
の
額
ざ
を
加
算
す
る
ε
き

は
、
戦
時
差
益
の
全
部
を
取
り
上
げ

る
こ
ε
も
田
來
て
來

べ
き
で
あ

る
、
そ
こ
で
第
三
次
戦
時
非
常
税
は
之
ざ
各

セ
ロ

リ

し

も

も

り

ね

や

も

ヘ

ヤ

も

ヤ

も
　

ヤ

聯
邦
地
方
團
艘
所
得
税

瞥
業
税
ざ
を
加
て
戦
時
差
益
の
九
割
を
起
て
は
な
ら

ね
ε
定
め
た
の
で
あ
る
(三
+
四
條
)

も

も

カ

も

　
ヤ

ヘ

モ

ヤ

も

も

や

も

コ

ヤ

も

し

さ

此
の
如
く
、
職
時
利
得
税
の
視
率
は
段
々
ε
高
く
な

っ
た
、
こ
は
肚
會
化
の
勢
が
漸
次
強
く
な
っ
た
も
の
`
見

も

も

も

ぬ

り

ね
ば
な
ら
澱
。
濁
立
枇
曾
蕪

の
如
き
は
、

一
九

一
九
年
の
職
聴
視
注
を
議
す

る
に
際
し
、
戦
時
利
得
全
額
を
取
り

上
ぐ

べ
し
ε
主
張
し
て
み
た
、
其
論
は
實
現
せ
ら
れ
な
か

っ
た
け
れ
こ
も
、
税
率
を
高
く
す
る
の
敷
果
は
あ

っ
た

ら

ヘ

へ

も

マ

コ

ミ

セ

リ

も

し

リ

セ

で

も

　

カ

も

や

を

コ

ヘ

へ

も

カ

も

や

も

ね

ヘ

へ

リ

ヨ

も

　

も

マ

ヘ

へ

を

へ

戦
時
利
得
税
ぎ
各
聯
邦
及
地
方
團
鴉
の
所
得
視
特
業
椀
を
併
せ
て
戦
時
差
益
の
九
割
迄
挽
す
る
こ
ε
に
な
れ
ば
、

し

を

へ

し

し

や

あ

も

も

　

も

ヵ

も

セ

ヤ

セ

コ

も

も

マ

で

ロ

も

エ

エ

エ

お

み

も

う

リ

サ

い

ぢ

も

も

カ

職
時
差
盆
の
蝕
す
所
は

一
割
に
過
ぎ
澱
、
戦
時
差
益
を
殆
ご
潰
敗
す

る
も

の
蓬
謂

っ
て
も
差
支
な

い
、
換
言
す
れ

も

へ

し

リ

ヤ

へ

し

や

モ

あ

へ

り

ヤ

ヤ

マ

へ

　

り

も

や

あ

ヤ

へ

ば
戦
時
差

益
は
十

分

に
肚
會
化
す
噂る
に
至

つ
元
ご
謂

ふ

べ
き

で
あ

る
。

論

叢

戦
時
職
後
に
於
け
る
猫
逸
税
制
の
…製
革
な
論
ず
(
三
)

第
十
二
雀

(第
四
號

八
七
)
.
五
八
五

㌔

、

ρ

・



、

論

叢

羅

撰

に
馨

る
露

霜

の
饗
華

華

(三
)

第
+
二
巻

秀
四
駐

八
八
)

五
八
六

.

戦
時
利
得
税
は
従
来
戦
時
公
債
の
償
却

に
充
て
ら
れ
て
み
た
、

}
驚
戦
争
が
あ
っ
た
爲
め
に
、
国
家
は
公
債

を

し

し

た

ヤ

ろ

あ

　

し

り

ヤ

へ

を

や

ち

へ

む

ヤ

も

負
ひ
、
人
民
は
異
常
な
る
利
得
を
得
た
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
戦
時
利
得
税
の
牧
人
を
以
て
戦
時
公
債
を
償
却

も

ヘ

ヤ

や

ち

も

や

も

も

も

も

セ

で

ロ

ヘ

コ

や

す
る
は
當
を
得
た
も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら

粗
。
戦
時
利
得
税

の
験
入
を
以
て
戦
時
公
債
を
償
却
す
る
も
の
ε
引
れ

ば
、
戦
時
利
得
税
を
実
綿
ふ
に
戦
時
公
債
を
以
て
す
る
こ
ε
を
許
す
は
亦
不
當
ご
云

へ
な
い
、
戦
時
利
得
税
は
、

非
常

に
重

い
税
で
あ
る
、

r其
現
金
を
以
て

一
時

に
之
を
支
携
は
し
む
る
は
人
民
の
堪

へ
得
ざ
る
も
の
が
あ
ら
う
、

故
に
灘

蕎

罫

罫

黎

罫

郵

3

・
蟹

四
脚
慰

罫

ゼ
劉

璽

ひ
嘉

貯
響

・

薄

恥
.

帝
国
銀
行
戦
時
挽

(

帝
.國

銀
行
は
戦

時
非
常
視
激

に
依

て
課
税

せ
ら

れ
な

か

っ
た
が
、
特
別

法

に
依

て
戦
時
利
得

税
を
課

せ
ら
れ
た

タ

.

共
待

別
注

・こ
い
ふ
は
、
帝
国

銀
行
戦
時

税
法

(汚
Φ
甲∩冴
αQ
。ωσ欝

自評
・

.α
旦
内
一一侭
紹
げ
撃
σ
窪

良
臼

国
命{。冨
ぴ
雪
こ

ε
い

ふ
も

の
で
あ

る
。

帝
国
銀
行
戦
時
税

は
帝
国
銀
行

に
蜀
す

る
戦
時

利
得
税
で

あ
る
、
.其

法
律

は

一
般
戦

時
利
得

税
に
先

て
出

来
、

年

々
之
を
繰
返

へ
し
て
徴

牧
す

る
こ
ご

、
な

っ
た
、
即
ち
第

一
回

の
法
径

は

一
九

一
五
年
十

二
月
二
十
四
日

に
成

り
、
第

二
回

の
法

律
は

一
九

】
七
年
三
月

二
十
七

日

に
成

り
、
第

三

回
の
法
律
は

　
九

一
入
年

三
月

二
十
日

に
成

っ
た
も

の
で
あ

る
。

↑

・
帝
国
銀
行
戦
時
撹

は
之
を
三

に
分
け

る
二
ε
が
出

凍

る
、
覚
二

は
定
額
税

で
、
其

二

は
超
温
利
得
税

で
、

」墓

二



.

は
準
備
金
徴
牧
で
あ
る
。

う
む
む
り

a
定
額
税
ε
は
租
税
ε
し
て

一
定
額
を
徴
牧
す

る
も
の
で
あ
る
、
其

一
定
額
は

「
九

一
五
年
及

一
九

一
六
年
に

て
は

一
億
耽
で
あ

っ
た
が
、

一
九

一
七
年
に
は

一
億
三
千
萬
瓶
ε
な

つ
だ
。
庭
が

一
九

一
五
年
及

一
九

一
⊥
ハ
年
に

は
帝
国
銀
行
は
此
上

に
更

に
千
四
百
三
十
萬
腐
死
を
納
税
せ
ね
ば
な
ら
な
か

つ
だ
。

う
む
　
む
　
む

b
超
過
利
得
挽

ご
は
李
時
の
純
益

に
超
過
す
る
戦
聴
純
益
に
課
す

る
視
で
あ
る
、
季
時
純
益

は

一
九

=

年

一

九

一
二
年

一
九

=
二
年
の
卒
均
純
益

に
依
て
計
算
す

る
の
で
あ
る
、

一
九

【
五
年

一
九

】
⊥
ハ
年

↓
九

一
七
年

に
於

け
る
純
益
が
比
率
均
純
益
を
超
過
す
る
場
合
に
は
、
各
年
度
に

於
て

之
に
謝
し

て
七
割
五
分
の
課
挽
を
な
す
の

で
あ
る
。

う
む
　
ほ
む
む
む

c
準
備
金
の
徴
牧
ε
は
、
戦
時
中
疑
の
存
す
る
債
権
の
準
備
ε
し
て
残
し
た
額
を
帝
國

の
庭
分
椹

に
厨
す
る
も

(
の
`
し
て
徴
股
す
る
の
で
あ
る
、
即
ち
是
等

の
準
備
金
は
職
孚
終
熄

の
翌
年
迄

に
之
を
損
失
の
補
填
に
充
て
る
、

若
し
共
必
要
な
き
ご
き
は
眞
の
準
備

こ
し
て
六
百
二
十
五
萬
跣
を
残
し
置
き
、
其
他
の
孚
冴
は
帝
国
政
府

に
徴
牧
.

す

る
の
で
あ

る
。

蒐
此
の
如
く
帝
国
銀
行
臨
時
税
は
三
種

の
税
よ
り
成
り

一
見
酷
の
や
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も

さ
う
で
な

い
。
蓋

し
戦
時
に
入
り
て
よ
り
帝
國
銀
行
は
無
制
限

に
銀
行
券
を
獲
行
し
て
之
を
政
府
に
貸
付
け
其
利
益
す
る
所
願

み
多

か
っ
た
、
そ
れ
に
も
拘
ら
す
獲
行
挽
は
課
せ
ら
れ
な

い
様

に
な

っ
た
。
そ
こ
で
戦
時
視
ざ
し
て
帝
国
銀
行
純
益

の

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
げ
ろ
猫
逸
税
制
の
疑
革
た
論
ず
(=こ

錆
十
二
雀

(第
四
號

八
九
)

五
八
七



●

論

叢

戦
時
戦
後

於
け
ろ
鍵

税
製

攣
薯

弧墨

三
)

第
+
二
巻

(鶴

號

九
9

五
八
八

大

部
分
を
国
庫

に
徴
牧
す

乃
も

不
當

で
な
,い
ε
云

ふ
こ

ε
が
出

来

る
。

之
を
要

す

る
に
帝
国

銀
行
戦

時
税

は

一
種

の
職

恥
利

得
税

に
外
な

ら

慮
。

二

戦
時
財
産
燥

鷹
粉

戦

時
財
産
増
償

税

(島
①
困
「8
貌
pげ
ロq
胃
σ
。
<
。
ヨ

ノ、。
「ヨ
ひσq
。
話
N⊆
'<
鴛
『
)

冠
は
戦

時

に
於
て
増

加
し
だ

る
財

産

に

課
す

る
税

で
あ

る
。

章

凋

逸

に
於
て
は
戦

時

の
財
産
増

慣
は

一
九

工

八
年
⊥
八
月

二
十

一
日

の
法
律

に
依

り

一
九

二

八
年
十

二
月
三
十

一

リ

ヤ

マ

も

も

も

あ

　

り

ゆ

あ

や

も

も

へ

も

も

あ

へ

る

カ

ヤ

ヘ

ヤ

日
迄
慨

に

一
回
之
を
枕
し
た
。
.今
や
戦
争
の
終
了
に
際

し
戦
時
の
財
産
増
債
を

一
括
し
て

一
時
的
課
柑
ど
射
ポ
バ

あ

あ

あ

ヤ

マ

へ

も

残
す

る

の

で

あ

る

。

「
卿
終

欝

露

冨

藻

事

募

根
瞥

就
て
は
・
政
府
は
之
善

響

鐸

ぎ

出
つ
る
も
の
セ
あ
る

.

ご
し
、
「
職
塒
に
生
し
た
る
財
産

の
増
加
は
個
人
の
私
す

べ
き
も
の
で
な
く
、
全
国
艮
に
蹄
属

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ご
'

い
っ
て
居

る
。
こ
は
戦
時
利
得
税
・し
多
少
根
擦
を
異
に
す

る
所
で
あ
る
、
戦
時
利
得
税
に
あ
り
て
は
、戦
争

に
因
て

-
異
常
の
利
得
を
得

だ
る
看
に
祝
す
る
を
趣
后
ε
す

る
。
唯
税
務
行
政
上
戦
争

に
因
て
獲
花
る
利
得
ご
其
他

の
原
因

t
依
て
獲
た
る
利
得

ご
を
匪
刑
す
る
こ
ε
が
出
来
な
い
の
で
戦
跡
利
得
税
に
於
て
も
亦
戦
時

に
生
す

る
財
産

の
増

償
に
課
す
る
こ
ε
を
以
て
満
足
し
て
居

つ
π
。

　
九

　
六
年
六
月
二
十

　
日
の
法
律
は
帥
ち
そ
れ
で
あ

っ
た
。

一

乖

一
七
年
の
戦
時
利
得
附
加
税
を
附
議
す

る
の
際
に
も
本
家
の
戦
時
利
得
ε
、
其
他
の
原
因
に
依

る
財
産
増
加
ε



蓋

別
し
て
前
書

事

税
ぜ
ね
ば
な
島

あ

議
論
を
与

も
の
が
ぞ

あ
っ
陀
、
職
相
は
次
回
の
戦
鷺

得

稔
案
に
於
て
之
を
斟
酌
す
べ
き
.・
凄

聲
明
し
禁

、
警

問
題
ε
す
る
所
の
財
産
譲

聾

於
て
は
、
之
蕊

酌
せ
な
か
つ
焦
・
只
馨

に
没
交
渉
の
原
因
に
依
て
財
産
鶏

加
し
起
る
こ
ε
が
明
に
推
断
せ
ら
る
、
場
曾

於

て
の

み
課

税
を
軽
減
す

る

こ
ご

、
し

て
み

る
。

■

む

む

む

む

戦
時
財
産
増
債
税
は
戦
塒
の
財
産
増
償
に
課
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ε
は
前
述
ぶ
る
㌍

で
あ
る
が
。
其
戦
時
の

.暴

謬

盛

観

ぴ

郵

熱

蕊

ふ
に
、
始
の
財
讐

終
の
財
肇

の
差
を
以
て
計
・
の
で
あ
・
、
三
陸
。

募

貯
聖

は
二
空

三
年
七
月
=
百

の
所
有
税
法
に
経
て
笙

.回
の
所
有
税
賦
課
に
於
て
始
め
の
財
奮

認
め

も

コ

し

も

ら

れ
若
く
は
認

め
ら

る

べ
か
り
し
財

産
で
あ

る
(四
條
)
。
終

の
財

産

ご
は

一
九

一
九
年

六
月

三
十

日
に
於

て
所
有

駝

法

に
準
櫨

し

て
定

め
ら

る

べ
き
財

産
で
あ

る
(五
條
)、
故

に
戦

時
財
産

の
矯

加
は

一
九

一
三
年

ε

一
九

一
九

年

芯
の

間

に
起

つ
た
財
産

の
増
債

を
意

味
す

る
こ
ε

、
な

る

の
で
あ

る
。
尤
も
終
り

の
財
産

に
は
差
引

く
も

の
も
あ
り
、

ヤ

も

や

ヤ

も

も

セ

コ

ド

コ

附
け
加
ふ
.る
も
の
も
あ
る
。
其
差
引
く

べ
き
も
の
は
相
綾
に
依
て
得
π
る
財
産
、
贈
與
叉
継
無
償
取
得
額
、
〔千
厩

以
上
)
保
馨

・
森

土
地
及
塁

を
馨

し
て
得
た
・
財
産
壕

で
あ
る
。
罐

非
常
視

二

九

天

舞

に

一
空

九
年
分
)
所
有
視
聯
邦
地
方
團
腸
取
引
視
(
一
空

八
年
#
畳

箭

華
分
縣

邦
地
方
團
禮
の
所
得
税
鞍
業

も

ロ

し

も

も

セ

サ

　

へ

も

税

(
【
九

一
九
年

分
)
の
未
」納
額
も
亦
之
を
差
引

く
も

の
ε
す
、

次

に
其

附
け
加

ふ

べ
き
も

の
は
租

税
義

務
者

が
此

期
聞

に
於
て

な

し
た

る
.贈
與

の
額

へ
千
晩

以
下
は
例
外

)
、
外
囲

の
土
地

及
桜
業

に
放
下

し
た

る
資
本

の
額
、
貴
金

論

叢

職
時
戦
後
に
於
げ
る
凋
逸
種
制
の
攣
革
な
論
ず
〔三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

乳

ご

五
八
九

'

9



,

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
げ
ろ
獅
逸
税
制
の
愛
車
な
論
ず
〔三
V

第
十
二
巻

(第
四
號

九
二
)

五
九
〇

扇
、
賢
石
・、
眞
珠
、
美
術
嗜
好
品
奢
侈
品
等
葱
求
む
る
爲
に
投
じ
た
る
金
額

〔
一
品
五
百
鷹
以
上
同
種
の
品
千
厩

以
上
)

一
九

二

八
年
⊥
八
月
二
十

　
日
の
職
聴
視
注
井
に

一
九

　
七
年
四
月
九
日
の
戦
時
税
附
加
税
法
に
依
て
支
携

は
れ
π
る
税
額
導

で
あ
る
。
叉
此
期
間
中
に
取
結
ひ
た
る
保
陰
契
約
に
依
て
支
彿
ひ
た
る
年
々
の
掛
金

(千
厩
以

上
に
阻
む
)
、#
に

一
時
掛
金
(三
千
厩
以
上
に
限
b
)
は
終
b
の
財
産

に
加
算
す
る
の
で
あ
る
。

此
の
如
く
計
算
し
て
得
た
る
終
の
財
産
が

一
萬
鷹
以
上
に
達
し
、
終

の
財
産
よ
り
初

の
肚
産
を
差
引
き
た
る
残

額
帥
ち
差
壇
額
が
五
千
鷹
以
上
に
達
す
る
ご
き
は
、
此
職
時
財
産
増
債
視
を
課
す
る
、
其
税
率

は
左
の
如
く
で
あ

る
。次 次 次 次 初

の の の の の

誓

堆

等

級

冒
、8
0麻
迄
の
差
増
額

に
射
し

ら

へ

一〇
δ
O
O麻
迄
の
差
塘
額

に
射

し

三
、0
8
麻
迄
の
差
増
額

に
諭
し

二〇
、OO
黒
躰
迄
の
差
滑
額
に
掛
し

吾

、。自
席
迄
の
差
滑
額
に
封
し

冒税

習 言 言 三 δ 些翠

蓋

踊

等

級

次

の

藍

δ
0
0麻
迄
の
差
堆
額

に
射
し

次
の

一
〇〇
、8
0
麻
迄
の
差
増
額

に
黝
し

次

の

一
8
、8
0
麻
迄
の
差
増
額
に
劉
し

そ
れ
以
上
の
領

税

率

(
百
分
比
〕

吾六
〇

合δ
0

.

葎

に
依
を

五
千
脱
の
発
露

を
暫

措
て
震

れ
ば
、
噛=ギ

藩

ダ
懇

懇

謬
謬

審

C
削
曜
ゼ

、

・

・

、

、

、

・

・

…

、

・

…

、

、

、

、

レ

、

、

・

、

、

、

、

・

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

ら
る
、
こ
亡
＼
な
る
。
敬
に
三
十
入
萬
鷹
以
上
如
何
に
多
く
の
差
増
額
を
得
て
居

っ
た
も
の
ε
雌
こ
も
此
税
を
彿

、

、

、

、

、

、

、

、

、

■

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

O

O

o

O

o

O

o

O

o

o

Q

う

O

O

O

o

O

ふ
π
後
は
十
七
萬
二
千
航
し
か
残
ら

ぬ
こ
ε
に
塗
る
。
換
言
す
れ
ば
職
階
財
産
増
儂
に
就
て
個
人
の
有
し
得

る
最

ロ

む

ロ

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

　

む

む

む

む

む

　

　

む

む

む

し

ロ

む

　

む

む

む

む

ロ

む

む

高
限

は
十
七
萬

二
千
廟

で
あ

っ
て
、
他

は
悉
く
国
家

に
没
牧

せ
ら

る

、
こ
ご

、
な

る
の

で
あ

る
。
更

に
語
を
換

へ

「
.

1



o

ひ

σ

o

o

b

o

o

o

つ

o

o

o

o

o

α

o

o

ひ

o

o

o

o

Q

o

o

o

ひ

o

o

o

o

o

o

o

o

O

て
い
へ
ば
、
凋
逸
人
は
戦
時
に
於
て
十
七
萬
二
千
瞳
以
上
の
財
産
増
債
を
得
て
は
な
ら
濾
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。

む

む

む

ロ

ロ

む

り

む

む

む

む

む

む

む

　

つ

む

む

ウ

む

む

む

　

む

む

　

　

む

　

　

む

　

誠
.に
厳

し

い
視

で
あ

る
b

結

果

よ
り

い

へ
ば
財
産

の
分

配
を
平
等

に
す

る
も

の
ご
も
謂

ふ
こ

ε
が
出
来

る
。
暴
れ

び

　

　

サ

ロ

　

　

　

む

　

　

　

　

ロ

む

む

は

亦
所
謂

コ
肛
會
化
」
の
好
標
本
注
す

べ
き
で
あ
る
。

此
法
律
は
政
府
案
よ
り
も
更
に

一
歩
を
進
め
π
も
の
で
あ

る
。
政
府
案

に
よ
る
ξ
五
千
瓶
以
上
五
十
萬
五
千
肪

迄
に
百
分

[
乃
至
百
分
八
十
の
税
を
課
し
、
五
十
萬
五
千
耽
以
上
の
差
増
額
を
塗
部
徴
放

せ
ん
ε
し
π
、
此
案
に

依
る
ε
個
人
の
手

に
残

る
差
増
財
産

の
最
高
限
は
二
十
萬
四
千
五
百
鷹
ξ
な
る
澤
で
あ
る
。
議
會
は
之
を
修
正
し

更

に

一
歩
を
進
め
π
も

の
で
あ
る
。
猫
逸
吐
會
蕪
#
に
多
激
肚
會
蕪

の
意
見
は
更

に
甚
し
い
も
の
が
め
っ
た
。
即

ち
多
敷
肚
會
蕪
の
ア
ウ

エ
ル
氏
は
二
十
萬
腕
を
超
ゆ
る
差
増
額
は
悉
く
取
り
上
ぐ

べ
し
ご
論
じ
猫
立
肚
會
窯
の
ヴ

ル
ム
氏
は
二
萬
五
千
廣
を
超
ゆ
る
差
増
額
は
全
部
徴
牧
す

べ
し
巴
論
じ
た
。
是
等

の
議
論
を
實
行
す
れ
ば
個
人
に

残
さ
る
べ
き
最
高
差
増
額
は
前
者
じ
於
て
七
萬
五
千
薦

ε
な
動
、
後
者
に
於
て

　
萬
四
千
五
百
鷹

ご
な
る
灘
で
あ

る
、
是
等
の
案
は
勿
論
多
数
の
賛
成

を
得

る
こ
ご
能
は
ざ
り
し
も
、
以
て
議
舎
内
の
室
氣
を
想
見
す
る
に
足
め
叡

差
増
額
は

　
九

一
九
年
ε

一
九

=
二
年

置
の
聞

に
生
じ
た
ε
財
産

の
増
加
で
あ
る
こ
ε
は
前
論
す

る
如
く
で
る

る
が
、

一
九

一
山
八
手

の
戦
時
利
得
税
井

に
.一
九

一
七
年
の
戦
時
利
得
税
追
加
は
既

に
此
意
義

に
於
け
る
差
増
額
に

税
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
之
を
再
び
税
す

る
は
明
に
二
重
視
ε
な
る
、
そ
こ
で
且
ハ既
に
支
佛

へ
る
も
の
は
、
之
を

終
り
の
財
産
に
加
算
し
た
る
上
、
ヨ戦
時
財
産
増
債
視
の
税
額
よ
り
之
を
差
引
く
こ
ε
、
し

(八
條
、
+
七
條
)
未
だ
支

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け
ろ
濁
逸
税
制
の
製
革
心
論
す
(三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

九
三
)

五
九
一

1)Finanzarchiv.XXXVII.Jg、1.Bd.sJgo.
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.ノ

論

叢

戦
時
戦
後
に
於
け

ろ
劉
逸
穐
制

の
鍵
革
な
論
ず
(
三
)

第
十
二
巻

(第
四
號

九
四
)

五
九

二

し

セ

ロ

マ

も

も

ゆ

サ

ね

ら

　

拙
は
れ
す
延
期
一ξ
な
れ
る
も
の
は
之
を
徴
…収
せ
な
い
こ
ご
、
な

っ
た
、
是
が
故
に
第

一
次
…戦
聴
非
常
税
は
戦
時
財

も

も

ヘ

へ

も

ち

コ

も

や

エ

り

ち

う

マ

へ

も

も

り

産
増
償
椀
の
前
携
を
な
し
π
も

の
に
過
ぎ
濾
ざ
謂
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。
.

戦
時
財
産
増
債
椀
は
殆
ご
戦
時
に
於
け
る
財
産
増
偵
を
渡
牧
せ
ん
ご
す
る
も
の
.で
あ
る
、
之
を
・一
時
に
徴
牧
す

る
は
伸
々
容
易
の
業
で
な

い
、
.そ
こ
で
、
法
律
は
其
納
付
に
就
て
納
税
者
の
便
宜
を
討
て
居
る
。
即
ち
納
税
通
知

書
が
獲
逡
せ
ら
れ
だ
る
後
税
の
半
額
は
三
ケ
月
内

に
、
挽
の
四
分

一
は
六
ケ
月
内

に
、
最
後
の
四
分

一
は
九

ケ
月

内

に
支
梯
ふ

べ
き
も
の
ε
し
て
置
き
乍
ら
、
そ
が
納
税
者

に
苛
酷
で
あ
る
ε
見
る
ε
、
現
務
行
政
廃
の
権
限
を
馴

も

へ

り

し

ヒ

も

マ

も

　

セ

る

ぬ

し

マ

へ

も

し

て
或
は
五
年
内

に
或
は
†
年
内

に
或
は
↓
.「十
年
内

に
月
賦
叉
は
年
賦
を
以
て
延
納
す

る
こ
ざ
を
許
し
て
み
る
。
此

場
合
に
は
延
納
税
額
に
射
し
て
年
五
朱

の
利
子
を
彿
は
ね
ば
な
ら
海
こ
ε
・
な

っ
て
居
る
。
三
+
呵
條
)
又
納
税
者

は
金
銭
の
代
b
に
戦
時
に
起

さ
れ
た
る
公
債
證
券
、
登
録
公
債
、
国
庫
債
券
を
以
て
納
挽
す
る
こ
ご
が
出
水

る
足

れ
亦
納
税
者
の
便
宜
を
計

っ
た
も
の
で
あ
る
。

×

X

×

×

X

X

×

以
上
述

べ
た
諸
税
は
戦
時
に
於
け
る
臨
時
直
接
税
で
あ
る
が
、
之
を
横
断
し
て
観

れ
ば
、
所
得
税

ε
財
産
税
ご

の
二
形
式
に
露
す

る
。所
得
税
ご
し
て
は
、
所
得
差
増
額
に
累
進
撹
を
課
し
其
最
高
牽
は
四
割
宇
六
割
八
割
〔
法
人
)

若
ぐ
.は
五
割
七
割
(個
人
)
に
及

ん
だ
、
財
産
視
ε
し
て
は
特
殊
財
産
税

一
般
財
産
税
財
産
差
増
椀
の
形
を
取

っ
た

が
、
総
勘
定
を
し
て
見
る
ご
、
何
人
も
戦
争

に
依
て
十
七
萬
二
千
脱
以
上
の
財
産
増
加
を
得

る
こ
ε
が
出
来
な
い

こ
ε
に
な

つ
π
の
で
あ
る
、
驚

く
べ
き
批
曾
比
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。


